
5月15日（金）、衆議院外務委員会において国民民主党所属の深作
ヘスス衆議院議員が、ICAO（国際民間航空機関）による脱炭素スキー
ムであるCORSIAについて質問しました。2050年までのカーボン
ニュートラルをめざす上で、国内事業者が不利な対応を強いられる
ことがないよう、引き続き国のさらなる取り組みを求めていきます。
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国産SAF・国産クレジットの認証取得へ後押しを！

～深作ヘスス議員（国民民主党）が質問！～

⚫SAFの原料・製法の登録認証をめざす国内事業者への
支援をおこなっており、これまでに５つの新規原料の
登録が実現した。また、その知見をASEAN諸国にも
共有し、SAFの供給拡大に向けた能力構築サポートを
おこなうなど、国内外においてCORSIAで使用可能な
SAFの多様化に向けた取り組みを進めている。

⚫炭素クレジットも関係省庁と連携し、ICAO認証取得に
向けて支援をおこなっている。今後もICAOの脱炭素化
の取り組みにしっかりと貢献していきたい。
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⚫国産SAFの普及加速に向けて、昨今は原料や製法が
多様化している。ICAOの認証手続きの円滑化が重要
だが、国としてどのように事業者支援をおこなうのか。

⚫SAFや運航改善等でも、なお削減できない場合は炭素
クレジットによるオフセットが求められるが、この
クレジットもCORSIA認証が必要である。我が国由来
のクレジットで認証を取得したものはまだないが、
国産クレジットの早期適格化に向けて、省庁間・事業
者間でどのように連携していくのか。

坂元慎平


	スライド 1

